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へ餃”０一

様
式

第
九
号

(B列
五
号

)

主
任

備
考

様
式

第
十
号

(B列
五
号

)基
月
?|八

月
?|ノ

L月
分

|十

月
分

納
入

性
所

氏
名

頴
大
字

番
号

1 星竹
昏
|

済日
付月

納年

郡市

(授
業

料
)

昭

こ
の
帳

簿
に

は
各

科
日

ご
と
に

目
座

を
設

け
月

計
累

計
を
付

す
る

も
の

と
す

る
。

:

昭和年度一般（特別）会計歳入

額

一金
但し、

右昭和　　年　　月

金庫へ納付されたい。

昭和　　生ｏ　　月

牧支命令者

日でまに鳥取県金庫又は最寄の鳥取県支

第　　号一

佳所

昭和　　年崚一　一般（特別）年

言
十

１
舞入

‐

一金
但し、

右領牧済につき通知します。

昭和　　年　　月　　日

鳥取県金庫

氏名　殿

佳

昭和　　年度歳入

一金
但し、

右領牧しましたｏ

申選根（ま中）轟　ぐ　鰈　麟　虚＾回型引　皿Ｒ電つ綸繋羅撥

“”Ｎ００

書
証

牧
領

書
知

i亜
済

牧
領

様式第†一号（用紙雛爾批廿勧ミ同月日計ルのもの三枚接続）

嶋取誤馳納鞍　職
号

住所

|

目

職
日

鳥取県金1童

①
|||

玲ト

節

|

―
|

所



様
式

第
十
二
号

(B列
五
号

)

童日
知

告
額

納
号

第

也
円

日召
  

不
ロ

年
 

度
使

用
料

及
び

手
数

料
使

金

毎
月
十

日
ま
で

に
本
校

県
出
納

員
に
納

付
さ
れ

た
い

学
校

長

業
授

鳥
取

県
立

リト　小寺一総（ュヽ申）騨　ぐ

「餃ヽ０一

年四月分

金　　　円也

手　組

７

一
‐

ｌ

ド際Ｆ」畔

―

ト

ー

鴨一Ｌ世

―

″阻

――Ｉ

Ｌ陛

――

ヵ理翻　　　円也　一
、三

斜　　　円也

摘要一　原符一領牧証書

料
は

、

業
中

科
和

虚、回圏引　回Ｒ駅りよ民黒響

一　　・

書
証

牧
領

一金
但し、

右領牧し

年

申遠総（ま申）轟

ｎＮ餃ｏｏ
欺

一金
但し、

右納付し

年

鳥取県金慮

納入位所

氏　　名

御中

第号

昭和年度

欺
一金

但し、

右領牧済につき通知します。

年　　月　　日

綱懇場調錮襲弱繍藝詞 ること。
項

紙
横

縦
百

百
二
七

十
十

七
九

リ
リ

メ
メ

::ト
ト

ル
ル

のもの枚接続

昭和年度般（特別）

月
 

安す。
項

月
まし

日
た

鳥取県金庫

鳥取県金庫　０

≪　畷　麟　費　田習引　饉Ｒ駅り＃鶏轟響トト

書
知

通
済

牧
領

議触縣躙脚輩

年度

（歳出）

③



様式第十四号

ない庁解名

第

号市野勁鳴魂嘱鮒

一齢痛呪演け舗

藤名

一金
右振替納金として領牧されたい。

昭和　　年　　月　　日

名　０

鳥取県　　　　金庫　御中

∞卜　小速総（まф）鐸　ぐ　畷　轟　虚．ｍ騨引　菫Ｒ賦０辟震凛薔

”””一〇

書
求

請
金

納
替

振

納入

佳所

書
知

通
済

牧
領

金
納

替
振

納金を取扱

わねばなら

ない庁解名

右振替納金領牧済につき通知します。

昭和　　年　　月　　日
鳥　取　県

金庫　御中

●

〈

「ヽノ

一

一ヽ

響
割
肛

温部駆翻　鯛

中遠織（ま小）轟　ぐ　畷　蒔　虚、饉騨引　口Ｒ駅じや震黒田

卜”飩一〇

皿葉還環麟虚．

竃葉瓢鰈藤虚ゃ

懸嶺

回
 
熔叔

雲

薫

よ
世

綸電終晋

。長Ｄ椰Ｄ部駆懸爛祀↓

像凶

一順　暇

響ビ質

選く颯

懸　　　期

小

一掘岬
一螺せ

畑せ
野

фＨ＋終領涎
いト

ぐ喋
認雪



様
式

第
十

六
号

(B列
れ
・
3・

)

員印
象名

出
扱
氏

取職
長員

納納
出出

命者
支

牧令

号号枚

第第
自至

鞭
義

轟
魅

響職
計

朧
摯

|

継
領
総

Si―
押
中

(m覆
ぼ
ゎ

)駆

ｏ∞　申ぶ総（ま小）騨　≪　畷　碁　虚”皿騨引

∞ＮＮ００

畷
繊

繁
昭

颯
響

資
Q糎

越
真
奮

呻
騒
<も

長
寵

Q側
義
心
耶

挙
燦

塁
争
樹
轟

攀
J

燿
く

彗
質

く
も

頗
   

ヾ

圏
黒

部
枢

金
←

榊
通

蠣
嘱

(味
=鷺

唖
)

慶
黒
  

綸
  

環

榔
ね

°

駆
部

騰
回

築
 
頌
 
跳

響
 

警

せ
‐

ぽ

皿
桑
論
雪

黒

い蜜一　　一
一

一

懸
　一日……

一
一

も

一

ぶ『
駆撫

饉Ｒ駅り計繋黒雷

様式第■
。

ノ kFJ・

そ
 

原

椛
符

は
 

は
横

縦
横

縦
百

百
 

百
三

七
八

七
‐十 。

1-|―
→
‐

七
九

Iiプ
ι

ミ
ミ

ミ
ミ

リ
リ

リ
ソ

メ
メ

メ
メ

: : : :
ト

ト
ト

ト
ル

ル
ル

ル

の
 

の

も
  

も
の
 

の

枚
枚

1
妻続

原
書

知
通

済
牧

領
書

知
告

納
返

昭和
」

金l章餞
日

寝目

昭和年度　一　一般（持別）会計歳出

歎一　日

一金

但し，

右昭和　　年　　月

昭和　　年　　月

島取県
金庫印

号　一

昭和

一金
但し、

右領牧じました。

昭和　　年　　月

中Ｘ線（ま中）群　ぐ　豪　麟　虚”血饗刊　回Ｒ駅り辟民黒諄

鱗”ＮＯＯ
一金

但し、

右昭和　　年

昭和

ラ　一

年度　一　一般（持別）会計競出

月　　日までに鳥取県金庫に返納達れたい。

年　　月　　　日

収支命令者　　職　　氏　　　　　　　名　回

岡領牧定額に戻入済につき通知します。

日

島　取　県　　　金　庫

殿

`島

取
日

県金庫圃

【∞

年度　・　一般（持別）会射歳出

書
証

牧
領



継
植

総
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灘運

部
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(悩
源
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単
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撫
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ョ
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せ
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司
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呻
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皿
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田
黒
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驚

目
  

目
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縣
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蔓
ポ
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1部
く
余

警
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せ
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警
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司
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層
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継
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曜
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塁
ギ
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(賀
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権

日
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絆

や
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燃
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∞∞　中嘉総（ま小）澤　“

”“”〇一

餓　□翌＝　鳳Ｒ駅０＃繋黒晋

何
年

度
歳

は
1

支
 

払
 i艶

 
知

何
年

度
歳

出

金
何

 
某

渡

上
記

7)金
額

こ
の

支
払

通
知

持
参

人
に

支
夏
、
さ

11た
い

昭
和
  

年
  

月
  

日

出
納

長
(県

出
納

員
)職

氏
名
 

自
」

鳥
取

果
何

々
金

庫
御

中

様式第二十丁号　（用紙雛爾」だｒ

、
い別対日いルのもの三枚囃続）

何

昭
和

某
渡

年
  

月

何
年
度
歳

出

歎
帥

何
 

某
渡

こ
の
支
払

通
A・「

本
日
発
行
済

昭
和

出
納

長
(県

出
納

員
)職

氏
名
 

日
]

鳥
取

県
何

々
金

庫御
中

備
考

 1・
歳

入
下
戻

の
場

合
に

は
別

に
欄

外
に
「

歳
人
下

戻
」

と
朱

書
す

る
こ
と

2.県
金
庫

は
持

参
人

に
対

し
て
支
払

う
場

合
は

裏
面

に
記

名
な
つ
印

さ
せ

る
こ
と

IP /′

声
、

一
―

   
｀

た
'

も`
彙

J暉

rヽ
ぐ
う

識
織ま申轟《豪麟虚回警引皿駅辟姜薔

何

昭
和

某
渡

年
  

月

第
号

1何
年

度
歳

出
何

年
度

歳
出

何
   

某
渡

上
記

の
金

額
支
払

(途
金
)(振

替
)を

要
す

る
。

昭
和
  

年
   

月
    

日

出
納

長
(県

出
納

員
)職

 
氏
       

名
 

圃

鳥
取
県

何
金

庫
 
御

中

様式メ二十四号（用紙縦爾

〓
四

廿恒ミ卿対日

―ヽ
ト

ルのもの一一牧接続）

金

備
考

 1・
隔

地
の
債

権
者
又

は
同

一
支

出
科

目
か

ら
数

人
の

債
権

者
に
支
払

し
よ

う
と
す

る
と

き
及

び
県
金

庫
を
し
て
振

替
払

込
さ
せ

よ
う
と
す

る
た

め
県

金
庫

に
対

し
発

す
る
支
払

通
知
は

こ
の

式
に

よ
る

隔
地
の
債
権

旨
に
支
払

し
よ

う
と
す

る
と

き
は
年

度
下

に
「

支
払

場
所
Jと

し
て
債
権

者
の

性
所

叉
は
指

定
県

金
庫

名
を
記
載

す
る

こ
と

数
人
の

債
権

者
に
同

一
支

出
日
。日

か
ら
支
払

し
よ

う
と
す

る
と
き
は
、
同
上

の
個

所
に
「

別
紙
金
額

氏
名
表

J

の
と
お

り
と
記

載
す

る
こ

と

4・
県

金
庫

に
振

替
払

込
さ
せ

よ
う
と
す

る
と

き
は

、
同

上
の

個
所

に
「

何
年

度
歳

入
J「

何
々
欺
Jと

二
行

に
分

記
す

る
こ

と

5.歳
入
下
戻

の
場
合
は
「

歳
入
下
戻

]振
替
払
込
の
場
合
は
「

要
振
替

Jと
欄
外

に
朱
― ~3の

こ
と

η■
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:牧
印

|

:    
①

l入
紙

:

l    i

受取人

右の金額を受取りました。

昭和　　　年

払
知

|

第
号

様式第二十五サ（用紙織竃�仁対ヨ卿わＨい

ノ
レ
ノ
レ

）

支
払

通
知

を
あ

て
た

県
金

庫
名
 1  

鳥
 

取
 

県
金
 

庫

支
払

指
定

県
金

庫
名

1 
鳥

取
県

金
庫

金
額

氏
名

号

島
取

県
出

納
長

(鳥
取

県
出

納
員

)

氏
名
 

回

領
牧

証
書

歳
出

金
支

払
通

知
書

氏　名
上

記
の
金

額
を
指

定
県

金
庫

か
ら
受
領

さ
れ
た

い
。

昭
 

和
年

度
歳

出
1欺

|

何
昭

和
   

年

一ヽ
、
プ
 ,/′

評
肇

、
:

へ
ヾ

ど
毎

魚
,「

r裏
面

)

注意事
^

項

一、受取人はｂ表面領牧証に住所、氏名を記入しゝ印を押さなけれ

ばならない。

二、受取人の印章はｂ請求書に押なつしたものと同一のものでなけ

ればならない。

三、受取人が県外であるときは、県金庫の途金をまち、金券到着の

上は直ちに本書は、支払通知をあてた県金庫に途付されたい。

四、受収人が代理人として現金支払の請求をしようとするときは、

本人において本書委任状欄に相当の事項を記入し、記名して郵を

押すか、又は別に委任状を差し出さなければならない。この場合

において代理人は，本書に代理人であることの属書を附記し、記

名して印を押さなければならない。

五、彼刹副司劃州剰劇副創翻引刻コ副副刊この通知書は、無効とな

り県金庫は支払しないから注意しなければならない。

六、受領金額壱千円以上のものは規定の牧入印紙をはり消印しなけ

ればならない。但し．営業に関しないものは．この限りでない。

七、本書を亡大したときはｂ直ちに、その旨を払渡を受ける県金庫

に通知じ．支払の停止を請求しなければならない。

１…０１・Ｉ

一　牧　入　一

一印紙一

表面の金額の受取を
委任獣

に委任しました０

佳所

氏　名回

昭和　　　年

中遭総（ま申）騨　ぐ　ま　群　費　回習州　回Ｒ駅り計譲黒讐　〓

鶴“”０一

「
!    

                                  ~~~・
      

・



様
式

第
二
十

六
号

(B列
五
号

)

昭
和
   

年
   

月

支
払

通
知
第

昭
和
  

年
度
 
歳

出

日

号

会
計
 

欺

氏
額

金
表

出
納

長
(県

出
納

員
)

現
金

支
払

月
   

日
庫先

恥金
定途

端は 支叉
額

取
受

号
番

追

Ｎ●　いＸ総（ま申）轟　ぐ　鰈　轟　虚、皿騨劇　皿Ｒ嗅ｏ＃鶏晨諄

〇郡飩００

様
式

第
二

十
七
号

(B列
五
号

)
振

林
払

渡
案

内
書

鳥
取

県
 

支
金

庫
御

中

昭
和

  
年

度
昭

和

下
記

の
金

額
支
払

通
知

書
と

引
換

に
支

払
さ
れ

た
い
。

鳥
 

取
果

金
 

庫

ノヽ
バ
b.       

   :

由
1通

知
番

号
|

支
払

年
月

月

ヽ

か
/′

1芦
1‐

騰
、
七

.`相
瞳
辱
_

し,F
舞

書
知

通
済

牧
領

金
込

払
替

振
様式第二十八号（用紙榊爾就廿執二”パ「いルの■の二枚接続）

年度

但し、支払命令第

右振替済につき通知します。

昭和　　年

牧支命令者

鳥取県

中Ｘ線（ま“）澤　ぐ　畷　鮮　虚．ｍ圏引　皿Ｒ駅一＃鶴羅響

】警ＮＯＯ

会
一般特男

ll

計
▼

歳入歳出（欺）

金庫

“一

年度　一一
般特男
リ

計
▼

歳入（歳出）

但し、支払命令第



(面
裏
書

証
牧
領

金
託
寄

込
払
替

振
)

書
証

牧
領

金
託

寄
込
払
替

振
符

原
様式第二十九号（用紙雛雨批廿軌ミけ対日いルのもの二枚接続）

何年度歳入歳lユ
1

タ
ト

現金

一金
但し、支払通知第

昭和　　年　　月

・・‥・・・・・・・一鰈船一・・・・・・。・００００・・・０・・・・・。」・。・。・・・・００・００・・・。・・。・・。・０。・
一〓一一」一一』

‐
．一一。．．．．．

何年度一歳入歳出外現金

一金
但し、支払通知第

右振替領牧しましたっ

昭和　　年　　月

号分

出納長（県出納員）職

表書の金額本券持参人（何々県金庫何某）に払渡されたい。

昭和　　年　　月　　　日

出納長（県出納員）　氏名③

鳥取県何ル（金庫　御中

ぎ　ф罵総（まф）鐸　ぐ　ま

“博餃００

氏
 

鳥取
 

日

果
名殿
 

伺々金庫0

虚．饉圏刊　饉Ｒ賦じ辟震羅讐

ヽア

～

メ
ノ

,″
′
織
議

゛
み

て
I″

舞
,

申寺０総（まい）轟　ぐ　畷　群

“警ＮＯＯ

寝　ｍ圏引　ｍＲ駅０や震黒田００

様式第―
I‐

号用紙
横

縦
百

百
二

五
十

十

ソ
リ

メ
メ

: |

ト
ト

ル
ル

のもの枚接続

昭和年度般特男
リ

会言
十

歳出

共
済

組
合

掛
金

払
込

通
知

書

一金　　　　　　‘

但し、支払通知第　　　号

独立学赫職員共済組合掛金

右払込済に付通知します。

昭和　　年　　月　　　日
鳥

殿
 

取県金　庫

符昭和年度一般（特別）会計歳　出

一金
但しぃ支払通知第号

効立学麟職員共済組合掛金

原

昭和年日払込済

(蕩
久
)

(男
欠
)
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